
大正から昭和にかけて高崎の花街史を飾った高崎電気館
まちのシンボルとして

「
観
光
た
か
さ
き
」
冬
号
（
第
１
２
１
号
） 

平
成
25
年
1
月
１
日
発
行　

㈳
高
崎
観
光
協
会
／
高
崎
市
高
松
町
（
高
崎
市
役
所
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７-

３
２
１-

１
２
５
７ 

■
制
作
／
株
式
会
社
グ
ラ
ス
ロ
ー
ド
社 

TAKASAKI

高崎の観光再発見 VOL.7 大正・昭和の時代

URL： http://www.takasaki-kankoukyoukai.or.jp　E-mail：kankoukyoukai@city.takasaki.gunma.jp
お問い合わせは㈳高崎観光協会事務局へ　TEL.027-321-1257

学
を
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京
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学
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学
を
経
て
東
京
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術
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校
に
進
ん
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柳
川
町

の
住
人
。
♪
粋
な
黒
塀
見
越
し
の
松
に
仇
な
仇
な

姿
の
洗
い
髪
死
ん
だ
は
ず
だ
よ
お
富
さ
ん
♪

死
ん
だ
は
ず
だ
よ
お
富
さ
ん
♪

の
〝
黒
塀
の
屋
敷
〞
は
、
柳
川
町
1
番
地
が

番
地
が

背
景
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
お
富
さ
ん
」

は
映
画
に
も
な
り
、
電
気
館
で
上
映
さ
れ
た

と
き
は
、
町
内
の
役
員
を
は
じ
め
大
勢
の
地

元
の
人
た
ち
が
見
に
行
っ
た
と
い
う
。

●
花
街
と
映
画
産
業
の
衰
退
と
と
も
に

　

柳
川
町
が
正
月
や
祭
り
の
と
き
に
山
車
が

出
て
芸
者
の
手
古
舞
の
つ
い
た
華
や
か
な
賑

わ
い
の
あ
っ
た
の
も
、
戦
前
の
頃
と
戦
後
昭

和
30
年
代
前
半
ま
で
の
こ
と
。
昭
和
33
年
の

売
春
防
止
法
の
施
行
以
降
は
、
芸
者
置
屋
が

な
く
な
り
、
娼
家
を
は
じ
め
射
的
遊
技
場
な

ど
も
ほ
と
ん
ど
廃
業
し
、
ま
ち
は
一
大
変
革

期
を
迎
え
た
。

　

昭
和
41
年
、
ま
た
し
て
も
電
気
館
は
火
災

に
み
ま
わ
れ
た
が
翌
年
に
は
再
建
。
高
度
経

済
成
長
の
中
、
３
０
０
軒
近
い
バ
ー
や
飲
食

店
が
乱
立
し
賑
わ
っ
た
柳
川
町
の
娯
楽
の
殿

堂
と
し
て
輝
き
を
放
っ
た
。

　

し
か
し
、
平
成
に
入
り
映
画
の
斜
陽
化
が

加
速
す
る
と
、
経
営
の
立
て
直
し
を
は
か
る

も
虚
し
く
、
平
成
13
年
1
月
に
休
館
と
な
っ

た
。
現
在
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と

し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
。

し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
。

●
１
０
０
年
前
の
正
月
に
電
気
館
が
開
館

　

明
治
時
代
か
ら
芝
居
を
興
業
し
て
い
た

演
芸
館
で
活
動
大
写
真
が
上
演
さ
れ
て
人

気
と
な
り
、
ブ
ー
ム
を
受
け
て
常
設
の
映
画

館
が
高
崎
に
初
め
て
で
き
た
の
が
、
今
か
ら

１
０
０
年
前
。
大
正
2
年
（
１
９
１
３
）
の
1

月
1
日
、
花
街
・
柳
川
町
に
電
気
館
が
開
館

し
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
物
と
し
て
、
多

く
の
人
々
を
呼
び
寄
せ
る
場
所
と
な
っ
た
。

　

無
声
映
画
の
時
代
、
電
気
館
の
舞
台
の
右

横
手
に
は
弁
士
用
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
出

て
お
り
、
白
扇
を
持
っ
た
弁
士
の
姿
が
あ
っ

た
。
三
味
線
や
小
太
鼓
な
ど
演
奏
隊
が
控

え
、
映
画
を
盛
り
上
げ
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
1
階
の
右
側
の
木
戸
を

開
け
て
空
気
の
入
れ
換
え
が
行
わ
れ
、
開
け

放
た
れ
た
戸
の
前
は
娼
家
「
越
後
屋
」
の
路

地
に
面
し
て
い
た
。

　

昭
和
4
年
、
木
造
だ
っ
た
電
気
館
が
火
災

で
焼
失
し
た
た
め
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
モ
ダ
ン
な
新
館

に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
洋
式
が

取
り
入
れ
ら
れ
全
部
椅
子
席
と

な
り
、
土
足
の
ま
ま
入
場
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
照
明
設
備

も
明
る
く
、
喫
煙
室
も
各
階
に

で
き
、
中
二
階
の
休
憩
室
と
一

で
き
、
中
二
階
の
休
憩
室
と
一

階
東
側
非
常
口
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
売
店

に
は
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
姿
の
店
員
が
い
る
、

近
代
的
な
映
画
館
と
な
っ
た
。

●
花
街
の
正
月
の
風
景

　

高
崎
の
柳
川
町
と
い
う
と
、
戦
前
戦
後

を
通
し
て
県
下
で
も
有
名
な
花
街
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
日
が
暮
れ
る
と
町
内
が
賑
や

か
に
な
り
、
花
街
全
体
が
生
き
生
き
し
て
く

る
。
軍
服
あ
り
、
若
者
、
年
配
者
た
ち
、
女

た
ち
の
発
す
る
客
引
き
の
声
や
三
味
線
の
音

も
流
れ
て
い
た
。
お
正
月
の
松
の
内
の
頃
に

は
、
島
田
の
髷ま
げ

に
稲
の
穂
の
簪
か
ん
ざ
しを
つ
け
、
黒

着
の
裾
を
つ
ま
ん
で
、
得
意
先
回
り
を
す
る

仇あ
だ

な
姿
の
芸
者
衆
の
あ
と
を
、
箱
は
こ
ち
ょ
う丁
（
共
の

男
衆
）
が
付
い
て
歩
く
風
景
も
見
ら
れ
た
。

　

電
気
館
の
真
ん
前
に
は
銭
湯
・
柳
湯
が
あ

り
、
商
い
屋
の
多
い
こ
の
地
区
で
は
内
風
呂

の
あ
る
家
は
少
な
く
、
ど
の
家
も
入
浴
は
こ

こ
を
利
用
し
た
。
元
旦
の
一
番
湯
の
立
つ
、

午
前
6
時
に
は
町
内
の
子
供
た
ち
も
一
番
乗

り
を
め
ざ
し
て
集
ま
っ
た
。

●
大
ヒ
ッ
ト
歌
謡
曲
「
お
富
さ
ん
」

　

昭
和
30
年
2
月
、
電
気
館
で
は
「
お
富
さ

ん
発
表
会
」
が
開
か
れ
た
。「
お
富
さ
ん
」
は

春
日
八
郎
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
で
、
作
詞
を
し
た

山
崎
正
（
本
名

山
崎
正
（
本
名::

松
浦
松
浦
正正ま
さ
ふ
み典典

）
は
旧
制
高
崎
中

）
は
旧
制
高
崎
中

花
街
の
面
影
が
漂
う
電
気
館
界
隈

◀昭和 4年に新築された高崎電気館


